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　結果の処理は、パスワードでアクセスが管理されたコンピュータで行
い、データの流出には十分注意します。　研究結果は学会等で公表しま
すが、公表されるのは個人データではなく、集団として統計処理された
値です。そのため個人が特定される危惧は予測できず、また個人を特定
できる情報を公表することはありません。

入院契機が肺炎の症例と入院後に肺炎を併発した症例の発症要因の分析
と入院費用の調査

武蔵野赤十字病院

所属　特殊歯科・口腔外科　　　氏名　　道脇幸博　　　　

平成　25年　11月　～　平成26年　10月

　高齢者の肺炎罹患者数が増加しています。高齢者の肺炎では、70％以
上が誤嚥性肺炎と言われており、当院でも入院後に肺炎を併発する高齢
者がいます。入院後に肺炎を併発すると、原疾患の治療を困難にし入院
期間も延長します。
　本年度から栄養サポートチーム（ＮＳＴ）の下部組織として口腔ケ
ア・嚥下チームが結成されました。活動目的は、口腔ケアと摂食機能療
法を全病院に広げ、質を向上させることです。質向上の評価法の一つは
窒息や誤嚥性肺炎の予防と低減です。口腔ケア・嚥下チームの本格稼働
前のベースライン調査として、当院の現状把握が必要です。
　本研究の目的は、入院契機が肺炎症例と入院後肺炎併発症例の両者に
ついて、発症要因の分析と費用調査を通して、当院の現状分析と口腔ケ
ア・嚥下チームの活動の指標とすることです。

　研究資料は、平成22年～24年の３年間に当院に入院した患者のうち、
入院契機が肺炎であった症例と入院後に肺炎を併発した症例です。後方
視的な調査です。入院契機が肺炎であった症例とその対照症例、また入
院後に肺炎を併発した症例とその対照症例を対象とするため、当院入院
患者全症例でする。約18,000例／年となります。診療記録とＤＰＣから
データの抽出と解析を行います。抽出項目は、性別、年齢、診療科名、
入院日、退院日、在院日数、主病名、入院の契機となった病名、併存病
名、入院後発疾患名、入院費用とその内訳、転帰などです。


